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特集企画／不安定な経済状況を乗り切る手段

２
０
２
３
年

中
小
企
業
の
経
営
環
境

　

２
０
２
３
年
は
激
し
い
外
部
環
境
の

変
化
で
、
多
く
の
中
小
企
業
が
好
機
よ

り
驚
異
に
晒
さ
れ
ま
し
た
が
、
以
下
に

そ
の
内
容
を
整
理
し
ま
し
た
。

①
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
価
格
高
騰

　

物
価
高
が
理
由
の
倒
産
は
２
０
２
３

年
上
半
期（
1
〜
6
月
）で
３
０
０
件
と

前
年
同
期
比
3.3
倍
に
急
増
し
、
半
期
で

前
年
の
年
間
件
数
を
超
え
ま
し
た
（
東

京
商
工
リ
サ
ー
チ
）。
特
に
光
熱
費
の

高
騰
が
大
き
く
、
弊
社
の
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
（
製
造
業
・
年
商
12
憶
円
）
で
は
年

間
の
電
気
代
が
1.6
倍
と
な
り
、
約
2
千

万
円
の
コ
ス
ト
高
と
な
り
ま
し
た
。

②
空
前
の
商
品
値
上
げ
（
イ
ン
フ
レ
）

　

コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
型

①
の
影
響
で
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
物
価

が
値
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

③
激
し
い
円
安

　

２
０
２
２
年
1
月
は
1
米
ド
ル
＝

１
１
５
円
が
、
２
０
２
３
年
12
月
5
日

時
点
で
は
１
４
７
・
０
２
円
と
大
き
く

円
安
に
動
き
、
輸
入
企
業
は
損
益
が
大

き
く
圧
迫
さ
れ
ま
し
た
。

④
賃
上
げ
対
応

　

最
低
賃
金
は
２
０
２
３
年
10
月
以

降
、
全
国
平
均
で
１
千
４
円
と
な
り
初

め
て
１
千
円
を
突
破
す
る
も
、
人
件
費

を
上
げ
ら
れ
な
い
企
業
は
人
材
確
保
が

難
し
い
状
態
に
陥
り
ま
し
た
。

⑤
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
消
費
者
の
購
買
行

動
に
変
化
が
…
。
こ
だ
わ
り
を
持
つ

消
費
傾
向
の
増
加

　

昨
今
の
買
い
物
ス
タ
イ
ル
は
、
次
の

2
つ
に
大
別
で
き
ま
す
（
弊
社
に
よ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
）。

・
安
さ
納
得
消
費
：
ト
コ
ト
ン
安
さ
を

追
求
す
る

・
徹
底
探
索
消
費
：
多
情
報
を
収
集
し

て
、
お
気
に
入
り
品
を
安
く
購
入

特
徴
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
消
費
（
お
気

に
入
り
商
品
は
高
額
で
も
購
入
）
の
割

合
が
、
金
銭
的
余
裕
が
な
い
20
代
で
全

世
代
中
最
も
高
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
以
上
の
よ
う
な
こ
だ
わ
り
を

持
つ
消
費
（
プ
レ
ミ
ア
ム
消
費
と
徹
底

探
索
消
費
の
合
計
）
が
、
約
44
％
と
約

半
数
を
占
め
て
い
ま
す
（
次
頁
図
1
）。

　

こ
の
よ
う
に
２
０
２
３
年
は
、
経
営

資
源
の
乏
し
い
中
小
企
業
に
と
っ
て
原

材
料
市
場
、
労
働
力
市
場
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
な
ど
、
広
範
囲
な
コ
ス
ト
高
に
悩
ま

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
多
く
の
消
費
者
が
商
品
の

値
上
げ
に
よ
り
、
こ
だ
わ
り
を
持
つ
購

買
行
動
に
向
か
い
、
原
価
面
も
販
売
面

も
難
易
度
が
上
昇
し
て
い
る
今
こ
そ
、

企
業
に
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
変
化
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

コスト高を乗り切って
不景気に打ち勝つ経営戦略！

兼松経営株式会社
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中
小
企
業
が
抱
え
る
問
題
点

　

ま
ず
は
、
即
影
響
を
受
け
る
原
価
面

の
課
題
か
ら
解
決
す
る
こ
と
が
先
決
で

す
。
通
常
は
、
仕
入
コ
ス
ト
が
上
昇
し

て
も
販
売
価
格
に
転
嫁
す
る
こ
と
で
利

益
は
確
保
で
き
ま
す
が
、
こ
こ
に
中
小

企
業
の
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

1
．�

資
材
の
値
上
げ
分
を

　
　

販
売
価
格
に
転
嫁
で
き
な
い

　

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
に
よ
る
と
、
コ

ス
ト
上
昇
分
を
販
売
価
格
に
転
嫁
で
き

た
価
格
転
嫁
率
は
43
・
6
％
で
す
。

　

つ
ま
り
、
仕
入
値
が
１
０
０
円
上
昇

し
た
が
43
・
6
円
し
か
販
売
価
格
に
転

嫁
で
き
て
お
ら
ず
、
56
・
4
円
は
中
小

企
業
が
負
担
を
し
て
い
る
状
態
で
す
。

2
．�

利
益
確
保
が
で
き
な
い
た
め

　
　

賃
上
げ
も
投
資
も
し
に
く
い

　

全
国
の
普
通
法
人
２
８
７
万
３
９
０

８
社
の
う
ち
、
赤
字
法
人
は
１
８
７
万

７
９
５
７
社
で
あ
り
、
比
率
に
す
る
と

65
・
3
％
が
赤
字
の
状
態
で
す
（
国
税

庁
統
計
法
人
税
表
・
２
０
２
３
年
）。

●
値
上
げ
の
考
え
方

　

値
上
げ
戦
略
を
取
る
と
取
り
引
き
が

な
く
な
る
、
ま
た
は
取
り
引
き
が
減
少

す
る
得
意
先
は
必
ず
発
生
し
ま
す
。

　

図
2
の
②
の
よ
う
に
仕
事
が
失
注
す

る
部
分
の
マ
イ
ナ
ス
を
、
値
上
げ
を
受

け
入
れ
て
く
れ
た
得
意
先
分
①
で
ど
こ

ま
で
カ
バ
ー
で
き
る
か
が
重
要
で
す
。

　

つ
ま
り
、
利
益
が
出
て
い
な
い
こ
と

で
正
社
員
の
賃
上
げ
は
で
き
ず
、
ま
た
、

機
械
の
導
入
な
ど
の
投
資
が
で
き
な
い

状
態
を
意
味
し
ま
す
。

中
小
企
業
が
打
つ
べ
き
対
策

　

で
は
、
利
益
が
出
て
い
な
い
、
経
営

資
源
が
乏
し
い
中
小
企
業
は
、
コ
ス
ト

高
の
時
代
を
ど
う
乗
り
切
る
べ
き
な
の

か
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

1
．
値
上
げ
の
断
行

　

ま
ず
は
、
値
上
げ
を
行
う
こ
と
が
最

優
先
事
項
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
中
小
企
業
は
、
Ｂ
to
Ｂ
の
場

合
は
得
意
先
企
業
に
対
す
る
値
上
げ
交

渉
で
仕
事
を
失
う
可
能
性
が
あ
り
、

Ｂ
to
Ｃ
の
場
合
は
競
合
他
社
と
の
値
上

げ
駆
け
引
き
で
思
う
よ
う
に
値
上
げ
で

き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
慣
習
で
値
上
げ
は
悪
だ
と
い

う
捉
え
方
が
あ
り
ま
す
が
、
値
上
げ
は

立
派
な
経
営
戦
略
の
一
つ
で
す
。
た
だ
、

正
当
な
値
上
げ
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

出典：2023 年 3月兼松経営株式会社によるインターネット調査　東海地方（愛知、岐阜、三重、静岡）に住む 20〜 69歳に対しての
　　　「普段の買い物や行動について」から抜粋

既存得意先
値上げを
了承した
得意先

値上げにより
純粋に利益が
増加した部分

値上げ拒否
により仕事が
失注した部分

①

②

全ての
得意先へ
値上げ交渉

10.0%

33.0%

39.0%

18.0%

100.0%

プレミアム消費

安さ納得消費

徹底探索消費

利便性消費

　 総　　計

55

179

163

103

500

11.0%

35.8%

32.6%

20.6%

100.0%

14.0%

36.0%

34.0%

16.0%

100.0%

13.0%

38.0%

25.0%

24.0%

100.0%

10.0%

30.0%

35.0%

25.0%

100.0%

8.0%

42.0%

30.0%

20.0%

100.0%

回　答 総　計 構成比 20代 30代 40代 50代 60代

図2　値上げの考え方

図1　インターネット調査「普段の買い物や行動について」
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●
実
際
の
実
務
で
実
行
し
て
い
る

　

値
上
げ
の
手
順
（
①
〜
⑤
）

《
Ｂ
to
Ｂ
の
場
合
》

①�

会
社
全
体
で
値
上
げ
に
よ
る

　

利
益
額
が
い
く
ら
必
要
か
計
算
す
る

　

実
は
、
こ
の
計
算
を
行
っ
て
い
な
い

企
業
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。
原
料
や
資

材
の
値
上
げ
に
よ
る
原
価
ア
ッ
プ
の
年

間
金
額
を
計
算
し
、
そ
の
金
額
を
値
上

げ
に
よ
っ
て
す
べ
て
ま
か
な
え
る
こ
と

が
理
想
で
す
。

　

前
述
の
と
お
り
、
資
材
の
値
上
げ
分

を
１
０
０
％
販
売
価
格
に
転
嫁
す
る
こ

と
は
現
実
的
に
は
難
し
い
の
で
す
が
、

ち
な
み
に
弊
社
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
、

70
〜
80
％
ま
で
は
値
上
げ
分
で
カ
バ
ー

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

②�

値
上
げ
方
法
の
選
択

　
「
全
商
品
一
律
値
上
げ
」

　
「
得
意
先
別
・
商
品
別
値
上
げ
」

　

最
も
簡
単
な
の
は
全
商
品
の
一
律
値

上
げ
で
す
が
、
単
品
通
販
以
外
で
は
現

実
と
し
て
難
易
度
が
高
い
で
す
。

　

ま
ず
は
、
図
3
の
よ
う
に
得
意
先
別

に
売
上
金
額
、
粗
利
益
額
、
粗
利
益
率
、

い
う
理
由
に
加
え
て
、
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

上
得
意
先
は
比
較
的
大
き
な
企
業
が
多

く
、
そ
の
後
の
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
以
降
の

値
上
げ
交
渉
時
に
「
○
○
社
は
こ
れ
で

了
承
し
て
く
れ
ま
し
た
」
と
い
う
、
営

業
ト
ー
ク
を
使
え
る
か
ら
で
す
。

④
値
上
げ
交
渉
は
営
業
社
員
が
実
施

　

値
上
げ
交
渉
で
大
事
な
の
は
誠
意
を

見
せ
る
こ
と
で
す
。
メ
ー
ル
で
「
値
上

げ
し
ま
す
」
と
伝
え
る
の
は
厳
禁
で
あ

り
、
し
っ
か
り
と
営
業
社
員
が
直
接
対

応
し
て
く
だ
さ
い
。「
大
変
心
苦
し
い

の
で
す
が
…
」「
頑
張
っ
て
値
上
げ
幅

を
抑
え
ま
し
た
が
、
こ
の
値
上
げ
は
ど

う
か
ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

い
う
謙
虚
な
姿
勢
が
大
切
で
す
。

⑤
値
上
げ
交
渉
の
結
果
で

　

計
画
を
修
正
す
る

　

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
値
上
げ
交
渉
の
終
了

後
に
結
果
を
集
計
し
ま
す
。
予
定
通
り

値
上
げ
に
よ
る
利
益
が
確
保
で
き
れ
ば

い
い
の
で
す
が
、
予
定
通
り
い
か
な
い

場
合
に
は
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
以
降
で
そ
の

マ
イ
ナ
ス
分
を
埋
め
る
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

商
品
別
売
上
、
商
品
別
利
益
、
商
品
別

利
益
率
を
表
示
し
、
売
上
金
額
の
降
順

で
並
べ
替
え
ま
す
。

　

上
位
に
来
る
の
が
上
得
意
先
で
あ
り

値
上
げ
交
渉
に
よ
る
失
注
は
回
避
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。
得
意
先
別
に
商
品

別
値
上
げ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
、
合
計
金
額
が
①
の
利
益
額
を
達
成

し
て
い
る
か
を
確
認
し
ま
す
。

　

ま
た
、
戦
略
的
に
商
品
Ｂ
の
み
価
格

据
え
置
き
で
、
そ
れ
以
外
の
ア
イ
テ
ム

は
値
上
げ
と
い
う
「
一
部
分
の
商
品
価

格
据
え
置
き
戦
略
」
も
、
値
上
げ
を
了

承
し
て
も
ら
う
際
の
有
効
手
段
で
す
。

③�

値
上
げ
交
渉
の
順
番
を

　

グ
ル
ー
ピ
ン
グ
す
る

　

値
上
げ
交
渉
は
全
得
意
先
一
斉
に
行

う
の
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
て

順
番
に
行
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

リ
ス
ト
の
上
得
意
先
を
Ａ
グ
ル
ー

プ
、
次
の
得
意
先
を
Ｂ
グ
ル
ー
プ
と
い

う
よ
う
に
順
番
で
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
、

ま
ず
は
上
得
意
先
で
あ
る
Ａ
グ
ル
ー
プ

か
ら
値
上
げ
交
渉
を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
値
上
げ
に
よ
る
獲
得
利
益
、

ま
た
は
失
注
に
よ
る
損
失
が
大
き
い
と

図3　得意先を売上金額の降順で並べ替える
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し
か
し
、
現
実
は
、
Ｅ
Ｃ
事
業
の
全

体
の
売
上
に
占
め
る
比
率
の
中
央
値
は

15
％
※
で
あ
り
、
Ｅ
Ｃ
の
売
上
貢
献
度

は
低
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

仕
入
商
品
を
扱
っ
て
い
る
企
業
は
モ

ー
ル
な
ど
か
ら
の
出
展
、
メ
ー
カ
ー
で

あ
れ
ば
自
社
Ｅ
Ｃ
で
売
上
獲
得
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

3
．
生
産
性
の
向
上

　

コ
ス
ト
高
を
社
内
の
効
率
化
で
吸
収

す
る
施
策
が
必
要
で
す
が
、
そ
の
代
表

い
企
業
で
は
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
を
活
用

し
て
固
定
費
の
変
動
費
化
を
実
施
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

図
4
左
の
グ
ラ
フ
は
「
繁
忙
期
に
合

わ
せ
て
社
員
の
固
定
費
を
保
有
し
て
い

る
状
態
」
で
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
閑

例
が
次
の
２
つ
に
な
り
ま
す
。

①
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
業
務
効
率
化

②
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
の
活
用

（
①
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
業
務
効
率
化
に
つ

い
て
の
解
説
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、

本
稿
で
は
割
愛
い
た
し
ま
す
）

　

②
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
の
活
用
は
、
中
小

企
業
で
は
「
社
員
が
実
施
す
れ
ば
無
料

で
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
は
有
料
だ
」
と
い

う
考
え
の
経
営
幹
部
が
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
繁
忙
期
と
閑
散
期
の
差
が
大
き

　

以
上
、
①
〜
⑤
の
方
法
よ
る
値
上
げ

で
、
確
実
に
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
が
、
コ
ス
ト
高
を
１
０
０
％

値
上
げ
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
カ
バ
ー
で
き
な
い
部
分
は
原
価
低

減
や
コ
ス
ト
削
減
で
カ
バ
ー
し
ま
す
。

《
Ｂ
to
Ｃ
の
場
合
》

　

Ｂ
to
Ｂ
と
は
異
な
り
、
顧
客
別
に
値

上
げ
戦
略
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

た
め
、
一
般
的
に
は
ア
イ
テ
ム
別
の
値

上
げ
戦
略
を
取
り
ま
す
（《
Ｂ
to
Ｂ
の

場
合
》
の
②
に
該
当
）。

　

ア
イ
テ
ム
別
の
売
上
、
粗
利
益
額
、

粗
利
益
率
を
算
出
し
て
、
Ｂ
to
Ｂ
同
様

に
「
ど
の
ア
イ
テ
ム
を
ど
の
程
度
値
上

げ
す
る
の
か
」「
ど
の
程
度
の
顧
客
減

が
発
生
す
る
の
か
」
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
ま
す
。

2
．
直
販
・
Ｅ
Ｃ
を
強
化

　

コ
ス
ト
高
時
代
に
多
額
の
固
定
費
を

抱
え
る
の
は
避
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
れ
に
は
家
賃
が
発
生
せ
ず
、
売
上

が
獲
得
で
き
る
Ｅ
Ｃ
（
電
子
商
取
引
）

を
強
化
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

EC戦略の成功事例

自転車部品製造会社Ａ社（愛知県）

　Ａ社は自転車の部品製造が主業で、自転
車メーカーに納品していました。しかし、
2017年頃から売上が減少傾向に転じてし
まい、まだ体力のあるうちに次の一手を打
ちたいと考え、自転車の部品製造技術を活
かしPBブランドで自転車のパーツ（チャ
イルドシートに付ける雨除けパーツ）を開
発して、自社ECで販売しました。
　その後、コロナ禍になり、巣籠のため近
場を自転車で移動するニーズが現れ、売上
が大きく伸長しました。
　2023年のコスト高で新商品を値上げし
た形でリリースし（既存商品の値段は据え
置き）、利益率を確保しつつ、現在は売上
全体のEC売上比率27％で利益事業に成
長しています。

※ �2023 年 9月実施 兼松経営株式会社によるインターネット調査　東海 4県に住む 20〜 70歳以下の会社員（正社員）、
経営者・役員、自営業、［業種］製造業、商社・卸売り・小売業の型への独自調査。

Before After
人
件
費
＆
稼
働
率

時間

業務の
アウトソーシング

固定人件費

固定人件費

人
件
費
＆
稼
働
率

時間

稼働率

変動費化

稼働率

繁忙期の内製化
できない部分を
アウトソースする

コ
ス
ト
削
減

図4　繁忙期における人件費&稼働率の再考
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や
賞
与
を
下
げ
る
こ
と
で
の
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

２
０
２
４
年
問
題
へ
の

対
応
策

　

２
０
２
３
年
の
コ
ス
ト
高
に
続
き
、

物
流
・
運
送
業
界
の
「
２
０
２
４
年
問

題
」
が
4
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

周
知
の
と
お
り
「
２
０
２
４
年
問
題
」

と
は
、
働
き
方
改
革
法
案
に
よ
り
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
に
上
限
が
課
さ

れ
る
こ
と
で
生
じ
る
問
題
の
総
称
の
こ

と
で
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
間
外
労
働
時
間
が

年
間
９
６
０
時
間
に
制
限
さ
れ
る
た

め
、
一
人
当
た
り
の
走
行
距
離
が
短
く

な
る
な
ど
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　

果
た
し
て
、
こ
の
問
題
は
ど
の
よ
う

な
企
業
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
？ 
答

え
は
「
モ
ノ
を
送
る
、
ま
た
受
け
取
ら

な
い
企
業
は
ほ
ぼ
な
い
の
で
、
す
べ
て

の
企
業
に
影
響
が
あ
る
」
で
す
。

　

影
響
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、

①�

モ
ノ
が
届
く
ま
で
の
日
数
が
伸
び
る

（
送
る
側
・
受
け
取
る
側
の
双
方
）

・
物
流
倉
庫
の
拠
点
を

　

東
海
エ
リ
ア
に
移
す

　

今
後
は
運
送
料
が
値
上
げ
さ
れ
る
こ

と
に
加
え
、
商
品
の
到
達
日
数
が
伸
び

る
こ
と
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
現
在
の

倉
庫
が
貸
倉
庫
で
あ
れ
ば
、
倉
庫
を
日

本
の
真
ん
中
の
東
海
エ
リ
ア
に
移
す
こ

と
も
一
つ
の
施
策
で
す
。

　

東
海
エ
リ
ア
を
物
流
拠
点
と
す
れ
ば

日
本
の
南
北
ど
ち
ら
に
配
送
し
て
も
到

達
日
数
も
短
く
、
か
つ
、
運
送
料
も
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
全
国
対
応
を

し
て
い
る
企
業
に
は
お
ス
ス
メ
の
戦
略

で
す
。

・
近
郊
の
運
搬
の
み
社
員
に
よ
る

　

ト
ラ
ッ
ク
便
を
作
る

　

前
述
の
と
お
り
、
固
定
費
を
変
動
費

化
し
て
社
員
の
ト
ラ
ッ
ク
便
を
つ
く
る

こ
と
も
有
効
で
す
。
長
距
離
は
ア
ウ
ト

ソ
ー
ス
を
使
い
、
近
場
を
何
往
復
も
す

る
よ
う
な
便
は
社
員
で
行
う
の
が
コ
ス

ト
効
率
が
良
い
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
対
策
を
取
り
入
れ
て
、

コ
ス
ト
高
の
時
代
に
も
利
益
が
出
せ
る

強
い
経
営
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

②�

現
状
の
荷
物
の
発
送
を
、
現
状
の
運

送
会
社
だ
け
で
は
受
け
き
れ
な
い

③�

モ
ノ
の
発
送
を
委
託
し
て
も
配
送
会

社
が
受
け
て
く
れ
な
い
（
②
に
よ
り

1
社
で
複
数
配
送
会
社
と
契
約
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
る
）

④�

売
上
に
占
め
る
物
流
費
が
上
昇
し
て

収
益
が
減
少
す
る

な
ど
が
想
定
で
き
ま
す
。
特
に
Ｅ
Ｃ
事

業
を
行
っ
て
い
る
企
業
、
商
品
の
運
搬

が
多
い
製
造
業
で
大
き
な
影
響
を
受
け

ま
す
。

●
中
小
企
業
の
物
流
に
お
け
る

　

２
０
２
４
年
問
題
の
対
策

・
複
数
の
運
送
会
社
と
契
約
を
す
る

　

運
送
会
社
の
1
人
当
た
り
の
残
業
時

間
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
運
送

会
社
は
仕
事
受
注
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が

制
限
さ
れ
、
急
な
依
頼
を
断
わ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｅ
Ｃ
事
業
者
に
と
っ
て
商
品
の
到
達

日
数
が
伸
び
る
こ
と
は
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
で
す
。
よ
っ
て
、
今
の
う
ち
に
複
数

の
運
送
会
社
と
契
約
し
て
1
社
に
依
存

し
な
い
体
制
の
構
築
が
必
須
で
す
。

散
期
に
な
る
と
社
員
の
稼
働
率
が
下
が

り
、
固
定
費
負
担
が
大
き
く
、
月
次
の

収
支
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
図
4
右
の
グ
ラ
フ
の
よ

う
に
繁
忙
期
と
閑
散
期
の
間
で
固
定
費

を
抱
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
繁
忙
期
の
内

製
化
で
き
な
い
部
分
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス

で
こ
な
す
と
い
う
手
法
で
す
。

　

こ
の
方
法
に
は
「
閑
散
期
の
稼
働
率

低
下
の
防
止
」
と
「
繁
忙
期
の
売
上
が

大
き
く
伸
び
て
も
対
応
で
き
る
」
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

余
力
が
生
ま
れ
た
人
員
は
、
新
事
業

を
立
ち
上
げ
た
り
、
商
品
開
発
・
営
業
・

企
画
な
ど
の
コ
ア
業
務
に
集
中
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
新
た
な
売
上
を

創
出
す
る
源
泉
に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
に
挙
げ
た
対
策
は
、

1
．
値
上
げ
の
断
行

2
．
直
販
・
Ｅ
Ｃ
を
強
化

3
．
生
産
性
の
向
上

こ
の
3
つ
で
す
。
こ
れ
ら
を
速
や
か
に

実
行
し
、
で
き
る
か
ぎ
り
社
員
の
給
与


